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は　じめに
　本稿は前稿にびき続き英語中舌母音に関する
諸現象について論ずるものであるが，本稿で
は，‘r’との関連において論じてみる。次の各
節に従って論を進める。
§5．　さまざまな‘r’
　　　＊retrOnex‘r’とbunched‘r’
　　　＊retrof1ex‘r’とbunched‘r’以外の
　　　‘f’
§6，通時的にみた‘r’の働き
　　　＊懸よう垂音〔R〕と転置作用
　　　＊〔r〕と〔θ〕の関係
§7．現代英語における〔r〕の働き
　　　＊〔r〕の省略
　　　＊異化作用
　　　＊筋肉の動きの生理の観点からみた〔r〕
　　　　の省略
　　　＊〔r〕連結と〔r〕挿入
　　　＊〔r〕の前での中央母音化と〔r〕によ
　　　　る同化作用
　　　＊転置作用
　　　＊余剰的要因としての〔r〕
　　　＊〔r〕と英語のリズム
　　　＊〔r〕と〔θ〕の関係（まとめ）
　まず§5で，音声学的に考えられるさまざま
な‘r’についての記述を行ない，次に§6で，
英語の音声の歴史的な流れの中での’r「の役割
について考察し，さらに§7においては，現代
英語における‘r’の諸機能をさまざまな角度か
ら考察することによって，§6で考えた通時的
な流れの中での‘r’の諸機能および‘r’に関す
る諸現象の，音声学的な説明を試みる。
　なお，§5と，§6の「懸よう垂音〔R〕と
転置作用」においては音声言己号〔〕と音韻記
号／／を区別するが，・§6の「〔r〕と〔θ〕の
関係」と§7においては，音声記号と音韻言己号
の区別を省略して，すべて〔〕で表わす。
§5．　さまざまな‘r’
　　　＊「et「0flex’r’とbunched‘r’
　英語の／r／は，基本的には舌の先端をもち
上げて歯茎にそって口の奥方向にそらせる音で
あるが，舌の中央部をもち上げることもあ孔
C．K．Thomas，λ〃肋かoゐ励o〃o肋2p免o肋伽s－
o∫λ伽〃た伽E〃g燃ゐ　（New　York：Rona1d．
1947），p．47は舌先を硬口蓋に向けて上げる方
法と，舌の中央部を硬口蓋と軟口蓋の境目に向
けてもち上げる方法のふたつがあるとしてい
る。枡矢好弘，『英語音声学』（こびあん書房，
ユ976），pp・166－174では，舌のそらせ具合に
よって，「歯茎後部そり舌中央接近音」，「硬口
蓋前部そり舌中央接近音」，「硬口蓋後部中央接
近音」の三つに分類している（5－i〕。
　前段階セ三つに分類した／r／の中で，第二
者は舌先や舌の裏面と歯茎や硬口蓋とで調音す
る／r／であり，retrof1ex（そり舌の，反転の）
‘r’と称する。また第三者の／r／は，舌先を後
方に引いて舌の中央部を高くするbunched（隆
起による）’r’である｛5■ii〕。調音時の舌の最高
点の位置から言えば，retroflex‘r’と〔θ〕は，
それぞれ舌の先と中央が高まるわけであるから
対照的である。一方bunched‘r’と〔θ〕を比
較すれば，いづれも舌の中央部が最も高いとい
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う点セ共通している。しかしその高さの度合
は，bmched‘f’の方が高く，その中舌部は硬
口蓋と軟口蓋の境目にかなり近づく。
　舌の中央部を高くする／r／も，舌先を反転
させる／rノと共にretrof1ex‘r’と称する学者
もある。その調音位置は異なるが，調音器官の
筋肉の使い方は，共に筋肉が強く収縮するとい
う点で共通しており，注（5－i）でも述べたよう
に両者の聴覚的印象はほとんど変らない。
　なお西原忠毅氏は，／r／の多様性を総括する
ための基本的性格がretrOfleXであるとしてい
る。そのように考えることによって，舌尖・
口蓋垂で調音される／r／をともに包括でき
る｛卜iii〕o
　　　＊retrofIex‘r’とbunched‘r’以外の
　　　　‘r’
　／r／は，発音器官の中で最も多様な動きをす
る器官である舌が中心的な役割をなす音であ
り，その調音は多様である。先にretrof1ex‘r’
とbunched‘r’について述べたが，それ以外
の／r／について言及する。
　retrof1eポr’は，舌先を歯茎や硬口蓋に近づ
けるが，極端に近づけた場合，狭い隙闇を呼気
が通過するために空気に圧力が加わり摩擦音が
生じる。その時の／r／をfricative（摩擦的）
‘r’（音声記号は〔J〕）と称する一5－i¶〕。retrOfleX
‘r’で舌先を振動させるものがあるが，これは
1i㎎ua1tri1led（舌先振動音の）‘r’（音声記号
は〔k〕または〔r〕）と称する。舌先を振動さ
せるかわりに，舌先は下歯茎に密着させて固定
し，奥舌面を軟口蓋に向けて高め，懸よう垂去
振動させる‘r’があるが，これはuvu1ar　tri11ed
（懸よう垂せん動音の）‘r’（音声記号は〔R〕）
と称する。舌先・懸よう垂の震えが一回だけの
場合，f1apPed（弾音の）‘r’と称する。f1apPed
‘r’には，舌先で歯茎を弾き打って気息を破出
させる舌弾音（音声記号は〔士〕または〔工〕）
と，ヒンディー語などに見られる反り舌の構え
から舌先の裏面で歯茎を打って調音する反転弾
音（音声記号は〔℃〕）と，懸よう垂せん動音の
変種でパリのフランス語の’r’である懸よう垂
弾音（音声記号は〔R〕）とがある。懸よう垂弾
音は，暫々のどぴこがふるえるところまセいか
ないで，のどびこに強く一富、が吹きかげられるこ
とにより，懸よう垂の下部表面や軟口蓋端に摩
擦が生じ，rきしるような音」となる。有声口
蓋端摩擦音（音声記号は〔葛〕）と称される。
　以上，retrof1ex‘r’とbunched’r’以外の．
’r’について述べたが，調音位置（舌先カ）懸よ
う垂か）および調音器官の働き（摩擦音か，振
動音か，弾音か）という観点からまとめると次
表のようになる。
舌　先 懸よう垂
摩擦音 〔J〕 〔E〕
振動音（せん動音） 〔止〕〔r〕 〔R〕
弾　　音 〔t〕〔f〕 〔R〕
§6．通時的にみた‘r’の機能
　　　＊懸よう垂音〔R〕と転置作用｛6－D
　§5で述ぺた／r／の中で，舌先・奥部歯茎
摩擦音の〔J〕以外は，現代英語では一般に用
いられない。しかし一般音声学から見ると，舌
先振動音の〔t〕（〔r〕）が最も典型的な種類の
／r／と考えられ，これは古期英語・中期英語・
初期近代英語においてほとんど普遍的に用いら
れたと推定されており‘6’ii〕；〔θ〕と／r／の関
係を歴史的に考察するためにはぜひ考慮しなけ
ればならない。
　懸よう垂音は現代英語では通常みられない
が，‘Northumbrian　burr’と称される方言音
に存する。この方言音は特殊であり，今日では
received　pronmciationである〔J〕に置換さ
れて消滅していく傾向にあるが，英語音韻史の
音声学的考察の重要な資料となっている。古期
英語や中期英語の／r／はもっぱら舌先振動音
と推定されてきたが，それ以外に懸よう垂音も
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広範囲にわたって使用された可能性が充分にあ
る。
　たとえばFrance〔fRσs〕の〔f〕と〔R〕と
〔σ〕の三音は同時に発音される瞬間があるが，
今日のドイツ語やフランス語にもみられるよう
に，懸よう垂音は後続母音と融合する傾向があ
り，この場合，両者は継起的に配列されている
のではないと考えられる。
　〔R〕と母音の同時調音性が重要であるのは，
英語音韻史におけるmetathesis（音位転置，
転倒，転換）なる現象に適切な説明を与えるこ
とができるからである。たとえば，古期英語の
‘brid’が中期英語で’bird’になったのは，／rV／
→／vr1というmetathesisによるとされてい
るが，〔R〕と母音が同時に調音された時期を
想定すると，〔RV〕＝〔VR〕ということになり，
metatheSiSの中間的現象を説明することがで
きる。
　　　＊〔f〕と〔9〕の関係
’現代英語において，例えばhere〔hiθ〕や
hour〔auθ〕などのように，’r’字の前に〔θ〕が
生じることが多いが，これは，英語音声の歴史
的変化の過程において，〔r〕音の影響によって
g1ide一〔θ〕が発達したことによる工6－iii〕。
　〔r〕と関連した　〔θ〕の発生については，
〔r〕を含む音節が，（1）here，careのよう
に単音節であったり，dreary，rura1のように
stressed　syl1ab1eである場合と，（ii）butter，
betterのようにunsヰressed　sy11ab1eであ
る場合，の二通りに分けて考えることができ
る‘トiΨ〕。（i）の場合はさらに，〔r〕の前の母
音が，（i－a）長母音もしくは二重母音であ
るときと，（i－b）短母音であるときに分類
できる。
　それぞれの場合について，その歴史的変化を
まとめると次のようになる。
　（i－a）　〔長母音十r〕→〔短母音十g1ide一
　　　　　　θ〕〔二重母音）
例」）　hare　〔ha：r〕　＿÷　〔hεe＝r〕　＿古〔hε：r〕＿古〔hε
　　（：）θr〕　→　〔hεθ〕
　　here〔hi：r〕一■〔hi：gr〕→〔hi：θ〕→〔hig〕
　　bear〔bε：r〕一“〔bε：θr〕一う〔bε：θ〕→〔bεa〕
　　poor〔Po：r〕→〔Pu：r〕一“〔Pugr〕→〔Puθ〕
　（i－a）　〔二重母音十r〕→〔短母音十91ide
　　　　　　－a〕（二重母音）
仮u）　fair　〔faヨir〕　→　　〔fa三：r〕　→　〔fε：r〕　一■　〔fε：
　　9r〕→〔fε二θ〕→〔fε9〕
　（i－a）　〔長母音十r〕→〔二重母音十g1ide
　　　　　　一θ〕（三重母音）
例）fire〔filr〕→〔fθir〕→〔f6iθr〕→〔faia〕
　　f1our　〔f1u：r〕　→　　〔f1our〕　一う　〔f1aur〕　→
　　〔f1auθr〕　一÷　〔f1auθ〕
　（i－b）　〔短母音十r〕→〔長母音〕
伍u）　bird　〔bird〕　→　〔bθrd〕　一■　〔bθ：d〕
　　tum〔tum〕→〔tθm〕→〔t9：n〕
　　dark〔dark〕→〔daθk〕→〔dα：k〕．
　　arm〔arm〕→〔aθm〕→〔o：m〕
　　born　〔born〕　→　〔boθn〕　→　〔bo：n〕
　（ii）　〔短母音（unstressed）十r〕→〔θ〕
伊u）　better　〔b6ter〕　一｝　〔b6tθ〕
　以上の変化過程において，〔r〕と〔θ〕がど
のようにかかわりあっているか考えてみる。
（i－a）の場合，〔r〕とその前の母音の間に
〔θ〕が生じ，後に〔r〕が消失したものと考え
られる。
　〔母音十r〕→〔母音十a＋ζ〕→〔母音十θ〕
（ただし，〔r〕の次にも母音が続く場合は〔r〕
は消失しない。例rura1，vary）したがって，
この場合の〔a〕は〔r〕が変化して生じたもの
ではなくparasiticなものであり，まず〔θ〕，
が出現し，しかる後にそれまで存在していた
〔r〕が消失したものと考えられる。このような
glide一〔θ〕の発達は，初期近代英語（16世紀）
までさかのぼることができる。〔r〕の消失は18
世紀中には完了していたと思われる。（i－b）
においては，〔r〕が先行母音に吸収され消失し
たが，先行母音は，短母音であるために代償的
に伸ばされたらしい。（i1）においては，〔r〕は
その前の母音と共にsy11abic〔r〕を形成し，
それが弱まって〔θ〕となったと思われる。現
代ドイツ語では，語末の〔r〕が，子音として
の性質を失って〔θ〕となる傾向があ．るが（例．
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Bfudef〔b汕：dεr〕→〔bf七：dg〕）｛ト・〕，千れと．
よく似た現象が，英語の〔r〕にも過去におい
て生じたと思われる。すなわち，英語において
は18世紀後半までに子音の前や語末の　〔r〕は
先行母音に吸収されて消失したと考えられる。
　以上，英語音韻史における　〔r〕の消失過程
についての概観を示したが，いづれの場合も
〔3〕が関係している。（i－a）と（i1）では
最終的に〔θ〕が形成されている。（i－b）に
おいては，結果的には長母音が形成されている
が，その形成過程の中途段階において　〔θ〕が
生じ，それが形成過程そのものに何んらかの影
響を及ぼしたと考えることができるであろう。
なお一応，変化過程を〔bom〕→〔b03n〕など
と示したが，§7の「〔r〕の省略」で述べるよ
うに，〔born〕の〔r〕と〔b09n〕の〔θ〕は，
前者が急に後者に変わったのではなく，あくま
でも漸進的な変化であり，筋肉の力点の方向性
という観点から見れば，変化過程の中途段階に
おいては，〔r〕と〔9〕は同時に存在している
と見なすことも可能である。〔boθn〕→〔bo：n〕
についても同様の考え方ができよ㌔〔oθ〕か
ら　〔o：〕への変化は漸進的であり，〔oθ〕と
（o：〕の差はとくに微タたるものであり二両者
の間に一線を画することはできにくいと思われ
る。
　（i－a）において例示した単語はすべて〔r〕
が語末にあるものであるが，〔r〕の次に母音が
続く場合，〔短母音十g1ide一θ〕〔二重母音）とな
らずに〔長母音〕となる場合がある。アメリカ
英語では，イギリス英語のようにglide一〔g〕が
充分に発達して〔r〕と完全に分離するに至っ
ていないので，91ide一〔9〕が次の〔r〕に吸収さ
れる傾向が強い。そのように二通りの発音がな
される語の例を掲げる｛6－vi〕。
　〔ε91ε：〕　　area，vary，Parent
　〔ia　l　i：〕　cheery，dreary，weary
　』：Oθl　O：〕　　ignbring，SCOring
　〔u訓u：〕　ju1＝y，P1ufa1，secu】＝ity
〔二重母音十g1ide一θ〕（三重母音）が　〔二重母
音〕になる例を掲げる。
〔aiθl　ai〕　desifab1e，iτony，tyfant
〔auglau〕　’scouring，devoufing・
§7．現代英語における〔r〕の機能
　現代英語において〔r〕・との関連のあるさま
ざまな音声現象について考察する。現代英語に
おける〔r〕の諸機能について考察することは，
同時に，音韻史において・〔r〕が果した諸々の
役割についての，筋肉め動きや力点の生理的な
要因という観点からの説明となりうるものであ
る。
　〔r〕は，口腔内外の筋肉の動きの生理的な要
因により，音素としての〔r〕がもともと存在
しているべき個所で省略が行われたり，また逆
に，もともと〔r〕が存在していない個所に現
われたりする。前者は「〔r〕の省略」であり，
後者は「〔r〕連結」およびr〔r〕の挿入」であ
る。
　なお，語末や子音の前の‘r’が，アメリカ英
語では発音され，イギリス英語では発音されな
いが，これは，歴史的な流れの中で考えれば，
§6で考察したように，元来そこに〔r〕が存
在していたわけであるから，アメリカ英語の方
が本来の姿であり，イギリス英語においては，
本来あるべき〔r〕が省略されたものとみなす
ことができる。ただし，現代英語における〔r〕
に関する諸変化の一環として促えた場合，現代
のアメリカ英語においては，語末で‘r’字がな
く・て従来〔r〕音が生じるとは思えなかった個
所に，〔r〕音が出現するという傾向があるが
（例，idea〔aidiθr〕），これは，〔r〕挿入などと
同様，〔r〕の余剰的な付加現象とみなされる。
　　　＊〔r〕の省略
　現代英語における〔r〕の省略は，語中にお
いて生じる。（語末における〔r〕の省略が，英
語音声の歴史的変化過程において生じたが，こ
れについては§6で述べた。）これは社会的な
レベルでなく個人的なレベルで生じるものであ
るが，まったく偶発的に生ずるのではなく，口
腔内外の筋肉の動きの生理的要求に基づいてい
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ると考えられる。次に〔r〕の省略の若干の例
をかカ）げる‘トi〕o
　　1ibrary　〔1色ibreri〕　→　〔1aibg－i〕
　　preprofessiona1　〔Priprθf6∫gn（9）1〕　一，
　　〔Pripθf6∫θn（9）1〕
　　PropOrtiOn　〔prep6r∫θn〕　一う　〔pθp6r∫θn〕
　　secretary　〔s6krθteri〕　一箏　〔s6kgteri〕
　　qua工rel〔kw6（：）rθ1〕→．〔kw6（：）θ1〕
　　WaエエiOr〔W6（：）ri9〕→〔WO（：）jθ〕
　それぞれ〔rθ〕→〔9〕と変化している。
（WarriOrについては〔ri9〕→〔j9〕）すなわ
ち，省略される〔r〕の次にいづれも〔a〕が後
続しており，〔r〕が省略された後にもその〔9〕
が支えとして残っている。これは，元来〔r〕
を形成するために舌先のそり上がる動きがある
べきところで，その舌の動きが省略されたわけ
であり，筋肉の動きあ生理という観点から見れ
ば，エネルギーの省略ということになる。
　§4で述べたように，舌・唇の力点の方向性
という観点から見た場合，それぞれの母音・半
母音はそれぞれ力点の方向性をもっているが，
〔9〕はすべての母音・半母音の中核にあってそ
れ自身が筋肉をある方向に動かしたり緊張させ
たりすることがないから，力点の方向性をもた
ない。したがって，それぞれの母音・半母音
は，それらを形成するための筋肉の動き緊張が
弱まったときには〔9〕に近づくわけであるが，
〔rθ〕→〔θ〕の変化においても，省略された
〔r〕は〔θ〕に近づくと考えられる6
　〔ra〕→〔a〕という変化は，音韻論的には，
〔r〕と〔θ〕という二つの音素が並んでいたの
が，〔r〕が消減することによって〔θ〕という
一つの音素だけになったと把握できるが，音声
学的に考察すると，前段落で述べたように，省
略された〔r〕カミ〔9〕に近づくわけであるか
ら，右辺の〔9〕には左辺の〔θ〕だけでなく左
辺の〔r〕の変化したものも含まれていると考
えられる。〔r〕が変化して生じた〔θ〕を〔θ1〕，
もともと左辺に存していた〔9〕を〔θ2〕，右辺
の〔θ〕を〔θ3〕とすると，〔rθ〕→〔θ〕は，
〔r＋θ。〕→〔θ1＋θ。〕（＝〔θ3〕）と表わすことが
できる。上式で，〔r〕が〔θ、〕に変化するのは．
漸進的である。すなわち，各発話によって〔θ’〕
の申での〔θ・〕の占める割合が多かったり少な
かったりするが，その様子は7－I図のように
表わすことができる。同じ現象が，音韻論的解
釈によると7－I［図のように図示されることに
なる。
〔帽〕．　　　　　〔o〕 ’〔胸〕・　　　　　〔3〕
7－I図　　　　　　　7－1図
　7－I図で誤解してはならないことは，〔r〕
から〔θ、〕への変化は量的変化ではなく，質的
変化だということである。すなわち，ある一定
のなんらかの物量があって，その中での〔r〕
の量が減って〔θ。〕の量が増えていくというの
ではなく，〔r〕としての特質を示していたもの
が，しだいにその特質が〔θ1〕に変化していく
ことを表わしたものである。なお，〔θ1〕　と
〔θ2〕を区別したのは説明のための便宜上のこ．
とであって，両者には物理的に特別な差異があ
るわけではない。
　〔i〕と〔j〕，〔u〕と　〔W〕の中間的状態とい
うものは瞬間的には存在しうるかも知れない。
しかし§4で述ぺたように，〔i，u〕の舌の位
置，唇の形をいくら〔j，W〕に近づけていって
も，舌，唇の急激な動きがなかったら，〔j・W〕
になり得ないわけであるから，それはあくまで
も瞬間的なものである。一方，〔θ〕と〔r〕の
中間的状態というものは，静的な状態で存しう
る。しかも，7－I図で示したように，〔θ〕と
〔r〕は任意の配分（7－I図では量的配分とし
て示しているが，実際は前段落で述べたように
質的配分である）で重なりあうことができる。
すなわち，任意の配分の状態でそのまま静的に
留まりうるのである。〔θ〕と〔r〕の間に一線
をひいて，どこまでが〔3〕でどこからが〔r〕
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であるかを音声学的に決定することは困難であ
る。いま説明した〔i〕と〔j〕，〔u〕と〔W〕，
〔θ〕と〔r〕の関係をそれぞれ図示するとすれ
ば，次図のようになるであろう。
［］＝1コ〔1工1コ［lZコ
　いま，〔r3〕→〔θ〕という形で現われる〔r〕
の省略について考察したが，〔r〕の省略には，
〔θr〕→〔θ〕と表わされるものもある。アメリ」
カ英語において，母音字の後にくる‘r’は一般
に発音されるのが普通であるが，次のような場
合は発音されない。
　　govemor　〔9五vθ肋〕，thermometer　〔Oθ一
　　mdmata〕
　　surprise　〔sθpr身iz〕，Cantefbury　〔k尭n－
　　tθbεri〕
上例においては，’r’は発音されないのが普通
であるから，〔r〕の省略と言うのはふさわしく
ないかも知れないが，他の場合であれば，アメ
リカ英語において，‘r’が母音字の後に現われ
る場合は発音されるのが普通であるから，一
応，省略ということにして，なぜ上例の場合に
‘r’が発音されないのかということを考えてみ
る。
　　＊異化
　上例は異化（dissimi1ation）の例として説明
されるものである｛卜ii〕。異化とは，近くに同種
の音声が現われるのに反携して，ある分節が類
似性のより少ない音声に置きカ・えられる現象で
あるが，上例では，元来〔θr〕となるべきもの
のあとに〔θr〕や〔r〕が出現するために，〔r〕
の繰り返しを嫌って，〔θr〕が〔θ〕になったも
のである。先に，〔rθ〕→〔θ〕の例として紹介
した　1ibrary，　prep；ofessiona1，proportion，
SeCretary（下線部の‘r’が，その前や後の‘r’
との重復を嫌って，発音されない）も，実は異
化現象によるものである。
　　＊筋肉の動きの生理の観点からみた〔r〕の
　　　省略
　このような，異化による〔r〕の省略という
現象は，簡単に言えば，〔r〕の出現が頻繁なと
きに，二つの近接している　〔r〕の一つを省く
ということである。この現象を，前段落では，
異化すなわち同種の音声の繰り返しを嫌う傾向
の一例として説明したが，〔r〕を発音するため
の筋肉の動きの生理と．いう観点から，別な説
明ができる。すなわち，この現象は，舌先を
retroflexさせる筋肉の動きを，時問的に余り
接近させないで適当な間隔をあけて行なうとい
う筋肉の生理上の理由から生じたものと考えら
れる。〔r〕は各音素の中でもそれを形成するた
めの舌や唇の動きに有する時間が長いと思われ
る。かりに，有名な早口言葉であろ“Peter
Piper　picked　a　peck　of　pick1ed　peppers．．．．”
の〔p〕を〔r〕に代えて，“ReterRirerficked
a’reck　of　rick1ed　rerrers．．．、”と発言したと
すると，余り早く言えないだろうし，また，早
く言っても，舌先のretrof1exがもどりきらな
くて，全体として，こもったような非常に聴き
とりにくい感じになるだろう。〔r〕を短い時間
間隔の中で違続して生じさせることは，音声構
造的に，また筋肉の生理から考えて，無理があ
ると思われるのである。
　　＊〔r〕連結と〔r〕挿入
　次に〔r〕連結と〔r〕挿入について述べ
る｛卜iii〕。〔r〕連結（〔r〕一1inking）とは，there
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）is＿〔δεθriz〕，faraway〔fo：rθwei〕などの
ように，連語中で，語尾の‘r’が後続の母音や
半母音と結びついて，〔r〕音が語頭にある印象
を与える現象である。イギリス英語や東部・南
部の米語では，通常，語尾の’r’は発音しな
いが，このように後続の母音・半母音と結びつ
くと，この黙字の‘r’が発音される。さらに，
‘r’文字のない場合でも，語尾が〔θ〕，〔O：〕，
〔o：〕の音であって（〔θ〕の場合がほとんどで，
〔Ol〕，．〔O：〕の場合は少ない），それらが後続母
音と結びつく場合には，類推により暫々〔r〕
が添加されるが，この現象を〔r〕挿入（intru－
SiVe〔r〕）という。
　例］）　the　idea　of　it　〔δi　aidi3r　av　it〕
　　America　and　Eng1and　〔θm6rikθ　r　an
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　　i091θnd〕
　　the　shah　of　Persia　〔δθ∫d：rθv　pる：∫θ〕
　　the1aw　of　nations〔δθ16：rθv
　　n6i∫θnZ〕
　〔r〕連結は一般に正常な発音と認められてい
るが，〔r〕挿入は侵入的として一般に非難され
る。Gimson，A〃〃かo励κ肋〃fo肋θかo舳π｛α一
肋〃oアE〃ψ∫尻によると，人によっては〔r〕
挿入を回避しようと意識的になりすぎて，正常
な連結的〔r〕をも退けて，The　door　opened．
〔δθd6：？6upnd〕のように声門閉鎖音を挿入す
るような場合もあるということであるが，これ
は過度の訂正（oVerCorreCtiOn）である。
　J㎝esば，〔r〕連結と〔r〕挿入につい・て，
発話者を次の四種に分類している。
　11〕〔r〕連結は使用し，〔r〕挿入は使用しな
　　い。
　12〕〔r〕連結は使用し，〔r〕挿入は〔θ〕〔iθ〕
　　の語尾のみ使用。
　13〕．〔f〕連結は使用し，〔r〕挿入は〔θ〕〔iθ〕
　　〔α：〕〔o：〕の語尾で使用。
　14〕少数の決まり文旬を除いては，〔r〕連結
　　も〔r〕挿入も使用しない。
以上でわかるように，〔r〕連結の使用は一般的
であるが，〔r〕挿入の使用については個人差が
ある。
　次の様な場合は，〔r〕の挿入は避ける傾向に
ある｛7－i・〕。
　th。。。。h。。t。・i・亡δi・1ki・t・・Xi・〕
　a　straw　in　the　wind　〔a　stτo：X　inδ3
　wind〕
一般に，〔ra〕，〔「ia〕，〔「εθ〕，〔「α：〕，〔f0：〕，
〔rθ〕等が先行している場合，〔r〕挿入を避け
る傾向があるが，その理由は，〔r〕挿入が生じ
うる個所の前の音節にも　〔r〕があり，〔r〕を
挿入すると，〔r〕がたった一つの母音をはさん
で連続して出現することになるからである。
（c£§7の「筋肉の動きの生理の観点からみた
〔r〕の省略」）
　〔r〕連結・〔r〕挿入は次のように図示でき
る。
V．V2
V・。　　　’　　τ。
r．
V。　一　　　　「・．
上図において，V1は先行の単語の語尾の母音
を表わし，V2は後続の単語の語頭の母音を表
’わす。V。の中でv。で示した部分はr・に変化
し，V。の中でv。で示した部分はr・に変化す
る。V一，V2はたいていは〔θ〕である。V2が
〔i〕であることもあるが，そもそも〔i〕と〔θ〕
はよく似た音であり，発音時の舌の位置は余り
かわらない。V1が〔α：〕〔o：〕であることがあ
’るが，〔θ〕以外の母音から〔r〕にg1ideする
場合，厳密に言えば，それぞれの母音から直接
に舌先が反転するのではなくて，いったん舌の
中央部で中央母音化を起こしながら舌先が反転
していくのであり｛7■可〕，〔α：〕〔o：〕の舌の位置
が〔9〕の舌の位置に比較的近いことを考えあ
わせると，実際上は〔a〕から〔r〕にglideす
るのと現象的に’余り変わらないと言える。
　　＊〔r〕の前での中央母音化と〔r〕にょる
　　　同化作用
　〔θ〕以外の母音が〔r〕』こg1ideするときに
中央母音化が生ずると述べたが，このことは，
同化作用（aSSimilation）という現象をひきお
こす原因となる。例えば，’w0fdはかつては
〔word〕と発音されたが，〔r〕の影響で〔0〕が
〔θ〕となり，さらに〔r〕が消失して〔Wθ：d〕
となった。　（〔word〕→〔wθrd〕→〔wg：d〕）｛7．vi〕
元来，〔WOrd〕を発音する際には，舌の位置が
〔0〕から〔r〕に移行するとき，〔o〕は中舌母
音〔a〕に近づいていたわけであるが，その現
象が，歴吏的に〔o〕が〔θ〕に変化したことに
影響を与えていることは明らかであろう。
　〔r〕の前での各母音の中央母音化という現象
は，§8で述べた〔r〕に関違した歴吏的な音
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韻変化（i－a）・（i－b）・（ii）に説明を与
えうるものである。（i－a）における　〔母音
十r〕→〔母音十θ十r〕という変化は，〔r〕の
前での申央母音化が新らたに〔9〕を〔r〕の
前に出現させたものと言えよう。（i－b）の
birdにおける〔i〕→〔θ〕（〔bird〕→〔bθrd〕）
という変化やtumにおける〔u〕→〔θ〕
（〔tum〕→〔tθm〕）という変化は，〔r〕の前
の〔i〕〔u〕が〔r〕の影響でそのまま中舌化し
たものと考えられる。dark・arm・bomにお
いては，最終的には長母音〔α：〕〔o：〕に変化
しているが，その前段階で．〔ar〕→〔aa〕，〔or〕
→〔oθ〕という変化が見られる。これは〔r〕に
よって前の母音が同化作用をおこしたのではな
く，〔r〕そのものが〔a〕に変化したものであ
ると考えられる。
　〔r〕→〔9〕の変化は，〔r〕を形成するため
の舌先のretroflexが充分に行なわれない場合
に，舌の筋肉の動きのためのエネルギーの省略
の結果として自然に生ずると考えられる。先に
〔r〕の省略について説明したときに，〔rθ〕→
〔θ〕を〔r＋θ。〕→〔θ。十θ。〕と表わしたが，両
辺から〔92〕をとりのぞくと，〔r〕→〔θ1〕（＝
〔θ〕）となる。7－I図についての説明で，〔r〕
と〔θ〕は任意の配分でかつ静的な状態で重な
りあうことができると述べたが，そのような状
況から考えて，〔r〕から〔θ〕への歴史的な変
化はごく容易に行なわれたと思われる。
　（ii）の〔er〕→〔θ〕の形成過程について
は，三通りの説明ができる。一つは，〔er〕の
〔e〕が〔r〕との同化作用によって〔θ〕となり，
さらに〔r〕が消滅したとする考え方である。
（〔er〕→〔θr〕→〔θ〕）第二の考え方は，〔er〕
の〔r〕のretrof1exやtri11が充分に行なわ
れなくて，〔er〕が〔e9）となり，そして最終
的には〔e〕も〔θ〕に融合して中舌音化された
というものである。（〔er〕→〔eθ〕→〔θ〕）第
三の考え方は，〔e〕と〔r〕が同時調音性によ
り重なりあって共起する時期を経て，その〔e〕
と〔r〕の融合したものが〔3〕になったとする
ものである。（〔er〕→〔e／r〕→〔θ〕）｛71i｛〕
　　＊転置作用
　metathesisについてはすでに§6で音韻史
における〔r〕の諸現象の一つとして述べたが，
この現象は現代英語においても見られる。
　例」）　Pronounce　〔Prθn白uns〕　→　〔Pgrn身uns〕
　　profession　〔Prθf6j－en〕　一÷　〔Pθrf6∫θn〕
一般にmetathesisは次の例に見るようにその
転置の様子が顕著に印象づけられるものであ
る。
　伊u）　tragedy　（tr垂d3θdi〕　→　〔tr全dθd3i〕
　　re1eVant　（r61θVθnt〕　→　〔r6Vθ1θnt〕
しかるに〔r〕と〔θ〕の場合は，これらが互い
に似た音であり且つ同時調音性を示してい多の
そ，余り転置したという印象を受けない。先に
〔r〕の省略（〔r9〕→〔θ〕）について説明した
が，受ける印象としてはこの変化と比べて余り
差異がないと思われる。〔rθ〕→〔θr〕という
変化を一応metathesisとして説明したが，
〔r〕と〔9〕が似た音であり且つ任意な配分で
重なりあって共起しうる点を考慮すれば，心理
的・生理的・物理的に他の一般のmetathesis
とはかなり異った現象と見なされるべきであろ
う。
　〔r3〕と〔ar〕を舌の筋肉の動きの生理とい
う観点から比較すると，〔r9〕は，いったん中
舌音化してから舌先をretrof1eXさせ，それが
頂点に達っしたところで再び中舌音化させて
〔a〕を発音するという舌の動きであるが，〔θr〕
は，〔a〕を発音しながらそのままの青の形から
舌先をretrof1exさせていって〔r〕にすると
いう単純かつ自然な舌の動きであり，舌の筋肉
の動きのためのエネルギーは〔θr〕の方がはる
かに少ない。このように考えると，〔rθ〕→
〔9r〕は筋肉の動きのエネルギーを節約するた
めの自然な変化と見なすこともできる。なお，
〔θr〕においてはごく自然なretrof1exが行な
われるので，〔rθ〕に比べて〔θ〕と〔r〕の同
時調音性を示しやすく，〔θr〕がほぼ完全な同
時調音性を示す場合も考えられる。（〔θr〕→
〔a／r〕（＝〔a〕））
　　＊余剰的要因としての〔r〕
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　以上で見てきたように，〔r〕は単なる一つの
音素としての役割をはたすだけでなく，一連の
発話を形成していく上での生理的要因として，
重要な役割を果たしていると考えられる。歴史
的に見ても，§7，8で見たように，英語の音
韻構造の生成・変化の要因として〔r〕の担っ
ている機能は非常に大きい。また現代英語にお
いても，§9で見たように，〔r〕のはたしてい
る役割は大きい。イギリス英語とアメリカ英語
の差異，方言差など現代英語の多様性について
説明するためにも，〔r〕の機能について考えざ
るを得ない。
　英語音韻史，現代英語の多様性に関して〔r〕．
は重要な役割をはたしているが，そのいづれに
おいても，〔r〕は，一つの音素としてよりも，
音韻構造を安定させたり変化させたりするため
の口腔内外の各筋肉の動きを形成するための生
理的な要素，すなわち音韻体系内の一つの要素
としてよりもむしろ音韻体系を形成するための
音韻体系外の余剰的な要素として機能している
場合がしばしばであるが，〔r〕をそのような余
剰的な要因として把握することによって，英語
の音韻の生成・変化の歴史上の諸現象や現代英
語の音声構造の地域による多様性などについ
て，統一的な説明を与えることができるであろ
う。
　〔r〕が余剰的要因として機能するのは，§7
でみたように，具体的には〔r〕の省略と〔r〕
の連結・挿入である。〔r〕の省略が生じるの
は，§7の「筋肉の動きの生理の観点からみた
〔f〕の省略」で述べたように，短い時問的間隔
で連続的にretfOf1eXを行なうことに，舌の筋
肉の動きの生理上での無理があるからである。
しかるに，〔r〕の連結・挿入はなぜ生じるので
あろうか。これは，母音の連続をさけるためで
あると説明することができる。
　　＊〔r〕と英語のリズム
　日本語においては，発話において母音が連続
することは普通であるが，英語においては，子
音はしばしば連続的に出現するが，母音が連続
することはまれである。日本語の音節の基本構
造は「単一子音十単一母音」または「単一母音」
であり，かつ，日本語のリズム構造がそのよう
な音節構造を基盤としたsy11ab1e－timed　rhy－
thmであるので，日本語の一連の発話の中で
母音が連続することは必然的である。ζれに対
して英語の音節構造は，日本語の場合と違って
多種多様であり，一つ一つの音節が発話全体の
リズム構成の基礎単位とはなっていない。（英
語のリズムは一定の問隔を経て現われるpri－
mary　StreSSに基づくものである。）したがっ
て，同種の母音が連続したときは，前の母音と
後の母音の切れ目を認識することが困難であ
る。例えば“the　idea　of　it”において，．idea
とofの間に〔r〕音が挿入されないとすると，
〔aidi9〕の〔θ〕と〔θV〕の〔θ〕が一体化する
ので，両者の間に切れ目を見い出すことは困難
である。“the　shahof　Persia，”“the1aw　of
natiOnS”においては，〔r〕が挿入されなくて
も，先行の母音と後行の母音の種類が異なり，
かつ先行の母音に強強勢があるので，両者の
切れ目を認識することができる。しかし，もし
先行の母音に強強勢が無いとすると，両者の
切れ目はかなりあいまいになる。たぷんこの場
合，両母音の切れ目を認識させているのは，両
母音の種類の相違ではなくて，両母音の強勢
の格差によるものと思われ乱§7の「〔f〕の
省略」の例で示したquarre1，Warriorは，〔r〕
が省略されることによって二つの母音が連続し
てしまうことになり（〔kw6（1）g1〕，（w6（：）jg〕），
英語は母音の連続をさける傾向にあるという原
則に矛盾することになるが，これは“the　law
of　nations”の場合と同様，先行母音と後行母
音の強勢の格差によって両母音の弁別がで
きるので，両母音を認識するために支障はな
い。
　　＊〔r〕と〔9〕の関係（まとめ）
　前稿§4において，舌・唇の力点の方向とい
う観点から見た場合，．〔r〕は〔θ〕の延長上に
あるとは言えないが，両者は脈絡的に非常に密
接な関係にある。いったい両者を結びつけてい
るものは何か，と言う問題を提起した。この問
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題については，本稿§7で述ぺたことがそのま
ま答えとなるだろう。
　〔r〕と〔9〕を結びつけている要因とは何か。
それは，　§7で何度か述べたように，〔r〕と
〔θ〕が静的な状態で任意の割合で重なりあって
存することができるという点である。このこと
が，〔r〕の省略，〔r〕連結，〔r〕挿入などの現
象をひきおこしたのである。最後に，〔r〕と
〔θ〕とが関係しあっている諸現象についてまと
めてみる。
　o〔r〕の省略（状況としては異化現象）：〔rθ〕
　　→〔θ〕；〔θr〕→〔a〕
　。〔r〕連結，〔r〕挿入：〔θ十θ〕→〔9＋r＋θ〕
　　（より一般的に記するならば〔母音十母音〕
　　→〔母音十r＋母音〕であるが，この場合
　　の母音はたいていが〔θ〕であり，〔9〕以
　　外の場合も〔θ〕に近い音である）
　。〔r〕による同化作用（〔r〕の前での中央母
　　音化）：〔母音十r〕→〔母音十θ十r〕（先行
　　母音と〔r〕との間に〔θ〕が出現する場合）
　　；〔母音十r〕→〔θ十r〕（先行母音が〔θ〕
　　に変化する場合）；（歴吏的変化において
　　は，しばしば最終的には〔r〕が消滅した
　　：〔母音十3＋r〕→〔母音十θ〕，〔a＋r〕→
　　〔θ：〕）
　。〔r〕の同時調音性：〔母音十r〕→〔母音／r〕
　　（歴史的変化としては，最終的にはしばし
　　’ば弱化して〔θ〕となる）
注
（5－i）・同書はそれぞれの調音を次のように説明し
　　　　ている。
　　　　「歯茎後部そり舌中央接近音」
　　　　／r／の最も普通の異音として，イギリス英
　　　語で用いられるもので，舌尖が歯茎後部に向
　　　　かって持ちあげられてそり舌になり，後舌面
　　　　がやや高くなり，前舌面がさじのような形に
　　　　なる（5－I図）。舌は前後左右に収縮する
　　　　が，特に前後方向g収縮が著しいようであ
　　　　乱舌の左右の側縁は持ちあげられて，上の
　　　　臼歯に触れる。音質は〔θ〕に似ている。口
　　　　形の狭めについては，音声環境に関係なく，
　　　　唇を円める人と，音声環境によって，円めた
り円めなかっナこりする人とある。A．αGim－
SOn，ん〃γ0肋κ0〃0伽〃0椛舳棚0刑げ
肋ψ曲（19702，p・206）によれば，口形の
狭めは主として，後続の母音によって決定さ
れる。（枡矢好弘，r英語音声学』p・167）
「硬口蓋前部そり舌中央接近音」
　舌尖が硬口蓋前部に向かって持ちあげら
れ，そり舌を作る（5－I図）。舌体は大き
く後ろに引かれ，前舌面がイギリス英語の
〔f〕に見られるようにさじ状になることはな
い。その他の点では，イギリス菓語の〔r〕
と大差ない。中には舌尖を後ろに曲げて非常
に強いそり舌を作る人もある。音質は，イギ
リス英語の〔r〕と同様，〔θ〕に似ているが，
やや暗く多少低くこもった感じを与える。舌
尖を後ろへ曲げた発音では，低くこもった感
じがさらに強い。口形の狭めは，音声環境に
関係なく，通常，弱い円唇になる。（乃倣，p．
169）
「硬口蓋後部中央接近音」
　アメリカ英語で用いられるもので，硬口蓋
前部それ舌中央接近音に代わるものである
が，聴覚印象はほとんど同じである。舌体が
前後方向に縮められて，上の大臼歯に向かっ
てもりあがり，左右の側縁はやや強く大臼歯
に押付けられ乱この時，舌尖は舌体の方に
引込まれ，舌背は外に向かってほぽ垂直な面
を作る（5一皿図）。（乃畝，pp．17I－3）
5－I図そり舌中央接近　5一π図
音の舌の位置
一歯茎後部（英）
　・・硬口蓋前部（米）
硬口蓋後部中
央接近音の舌
の位置
（5－1）retf0flex‘f’という用語は音声学で一般的
　　　　に用いられる名称であるが，bunched’f’と
　　　　いう用語は俗称である。中舌部を高くする
　　　／f／は，bunched‘て’以外に，molaf（大臼
　　　　歯）の‘f’，Velaf（軟口蓋）の‘r’などとも
　　　　称されるが，いづれも俗称である。（cf．枡
　　　　矢，0ψ．c払，p．172）
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（5－m）
（5－iV）
（6－i）
（6－i1）
（6－i1）
　西原忠毅「現代英語における反転音／f／の
種々相」，『言語科学u・12』，p．55
　A．C．Gimson，ψ．6杭にょると，この〔J〕
はffiCtiOn1eSS　COntinuant（無摩擦継続音）
と称し，摩擦的な騒音は伴わないものとみな
されている。一方，D．Jones，ル0砒脇榊
○グE惚腕ゐ肋o冊邊枕∫（Cambfidge：Heffer，
1918）は，摩擦的騒音が伴うものと見て，摩
擦音の中に入れている。実際には，脈絡によ
って，かなりの程度の摩擦が伴う場合もあれ
ば，摩擦が極めて少かったりあるいは絶無の
場合もあるようである。
．ci　r音声学大辞典』（三修社）pp・638－9；
中野一雄，r英語母音論』（学書房，ユ973），p・
66沖野一雄，『英語子音論』（学書房，ユ973），
P．45
　古期英語においては，／r／は，いわゆる
tri11ed‘r’であったが，中期英語を経てシェ
イクスピア，ベン・ジョンソンの時代になっ
ても，／f／は少なくとも母音の前ではtfi11ed
‘r’で発音されていた。（田中美輝夫，r英語
アルファベット発達史』開文杜，p．156）
cf．Risthedog’sletter，andhunethin
　the　sound，the　tongue　striking　the　inner
　palate，with　a　tremb1ing　about　the　teeth、
　（Ben　Jonson，E刎g1｛s尻Gγα刎刎αγ．1636）
cf．NURSE、．．．Doth　not　rose血ary　and
　Romeo　begin1〕oth　with　a1etter？
　　ROMEO。．Aye，Nufse，what　of　that？
　Both　with　an　R．
　　NURSE．Ah，mocker！That’s　the
　do9，s　nanle．。．。（1…lo〃昭oα〃∂∫〃〃4，II．iv．
　219－222）
　Ci飯田才太郎，「〔f〕音の影響による
（6－iV）
（6－V）
（6－Vi）
（7－1）
（7－i1）
（7－m）
（7－iV）
（7－V）
（7－Vl）
（7－Vii）
g1ide一〔θ〕の発達」，r天理大学学報20－2』
　飯田才太郎，ψむ払，p．157
　独語においては，語末だけでなくur－r
er一など接頭辞の〔r〕も〔θ〕となる。
（伊」．efkennen　〔ε1＝k色nθn〕　＿，　〔εθkξngn〕，
Ufsprache（七：r∫Pra：xo〕→〔他∫Pfa：xθ〕）
ただし，この場合は先行の母音を残したまま
後続の〔f〕が〔9〕に変化しているが（たと
えばefkemenであれば（εr〕→〔εθ〕），語
末の〔工〕が変化する場合は，先行の母音が
〔r〕と融合しており（たとえばBruderであ
れば〔εf〕→〔9〕），両者の状況は異なる。
英語においても存す名のは，Bmder〔一一一
θ〕のような発音だけであり，efkemen〔εθ
一一一〕のような発音は存しない。erkennen
は，英語であれぱおそらく〔θ：kξmn〕（また
は〔a：kξnθn〕）と発音されるであろう。（cf．
塩谷饒，『ドイツ語発音の研究』三修社，
ユ959，p■36）
　飯田，ψ一”。，p．149
　大西雅行，r英語の音声法則』学書房，
1973，p．41
　枡矢，『英語音声学」p．300
　大西，0p．cit．，p．47，p，50；『現代英語学
辞典』成美堂，p，449
　大西，op．cit．，p．47
　池本　明，『リズム論を中心とした英語音
声学』杉山書店，1977，p．25
　中西政弘r英語音声学（後巻）』杉山書店，
工974，p．14
　〔e／f〕は〔e〕と〔f〕が同時に共起してい
ることを表わす。
　　　　　　　　　（！986年7月14日受理）
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